
中国 福山市総合交通戦略（福山都市圏交通円滑化総合計画） 

１ 概要

1 

理念 
・ 

方針

福山市を横断する国道2号線をはじめ中心部におけ

る慢性的な渋滞解消を目的にハードとソフト施策で
対応。

１．概要 

方針 対応。 
環境対策は緊急性が求められることから，ソフト施策
を重点施策と位置図け計画の推進をはかる。 

目標
年次

（前期） 平成１９年 
年次 （今期） 平成２４年

位置
づけ 

福山市を中心とした都市圏において、重点的な交通
基盤整備による交通容量拡大施策に加え、交通需
要マネジメント施策、マルチモーダル施策、を組み合
わせて 総合的な対策を講ずることにより 都市圏わせて、総合的な対策を講ずることにより、都市圏
の交通渋滞解消・緩和、都市交通サービスの向上を
図る 

総合交通体系（ＰＴ調査） 

交通 スタ プラン ○ H２０交通マスタープラン ○ H２０

都市計画マスタープラン 

戦略
策定

都市圏 ○ 

市域

中国・四国地方の拠点都市としての拠点性と求
心力を高めるとともに，それぞれの都市拠点が
効果的に連携し，市域の一体的発展が図られ

範囲 市域 

特定エリアのみ 
出典：福山市都市計画マスタープラン 

展
るよう，都市軸の形成を図ります。  
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２ 目標と指標 所要時間短縮の目標設定

２ 

２．目標と指標 

交通手段別分担率 

一定時間アクセス可能都市圏人口（拠点等） 

所要時間短縮の目標設定

福山市域 

井原市役所 

57分→46分 
-11分 

【府中】 
49分→42分 

-7分 

【井原】 

交
通 

中心部歩行者数 

自転車交通量 

公共交通カバーエリア 福山市役所 

府中市役所 

笠岡市役所 
神辺支所 

【笠岡】

主
な
指
標 

バス利用者数 

鉄道，路面電車利用者数 

ＤＩＤ内人口密度 

中心部 

尾道市役所 

松永駅 
33分→27分 

-6分 

【笠岡】

40分→32分 
8分

【鞆】 

44分→43分 
-1分 

【尾道】 

社
会 

中心部居住人口・公共交通ｻｰﾋﾞｽ圏域人口 

商品販売額 

交通事故件数，死傷者数 

沼隈支所 
鞆支所 

-8分

47分→39分 
-8分 

【沼隈】 

H19の所要時間→H24の所要時間 
（現況）   （目標） 

短縮時間 

【方面】 
＜凡例＞ 

環
境 

CO2排出量 ○ 

その他 
指標 

所要方面からの所要時間短縮 ○ 

ピーク 
所要時間 

（H19） 

H24目標 
 

目標 
所要時間 

（H24） 

短縮時間 
の目標 

（対H19） 

短縮率 
（％） 

井原方面 ４９分 ４２分 －７分 １４ 

（神辺） ３１分 ２５分 －６分 ２０ 

府中方面 ５７分 ４６分 －１１分 １９ 

尾道方面 ４４分 ４３分 －１分 ２ 

（松永） ２６分 ２５分 －１分 ４ 

沼隈方面 ４７分 ３９分 －８分 １７

○主要６方面で、 
 方面別に概ね１割以上の所要時間の短縮を図り、

かつ 全方面で２割程度短縮 沼隈方面 ４７分 ３９分 ８分 １７

鞆方面 ４０分 ３２分 －８分 ２０ 

笠岡方面 ３３分 ２７分 －６分 １８ 

主要６方面 
合計 

２７０ ― ４１ ２割程度２割程度  

かつ、全方面で２割程度短縮
 を目指す。 
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３ 施策展開（１）

３ 

３．施策展開（１）

駅家・府中方面 

項目 対応方針 
項目 対応方針 

・国道313号神辺バイパス 井

神辺・井原方面 

中心部 

項目 対応方針 

ソフト施策

・自転車ネット
ワーク 

千田三叉路 

ソフト施策 

・北部乗り継ぎターミナル（駅
家）でのパーク＆ライドの展開 

・北部でのサイクル＆ライド、サ
イクル＆バスライドの展開 

春 笠岡方面

ハード整備 
国道313号神辺バイパス、井
原拡幅の着実な整備 

ベスト運動 
・参加報告率の向上 
・参加回数の増加 

ソフト施策
・中心部ループ

バス 

松永・尾道方面 
広尾 

三吉北 
神島橋西詰 

項目 対応方針 

ハード整備 ・国道2号の交差点改良 

ベスト運動
・参加報告率の向上 

参加回数の増加

項目 対応方針 

ハード整備 ・国道2号の交差点改良 

春日・笠岡方面

福山市 

中心部 

沼隈方 洗谷

・参加回数の増加

その他の 

・東部フィーダーバスや快速通勤
バスの実証運行の実施 

・東部（春日）でのサイクル＆ラ
イド、サイクル＆バスライドの
展開 

ソフト施策 
・JR松永駅での乗り継ぎターミナ

ル整備と連携したソフト施策の
展開（パーク＆ライド等） 

沼隈方面 洗谷

入江大橋北詰 

ソフト施策 ・福山市中心部の自転車ネット
ワークと連携した自転車関連施
策の展開 

・東部乗り継ぎターミナル整備と
連携したソフト施策の展開 

項目 対応方針 

ベスト運動 ・重点的な参加者の拡大 

・南部フィーダーバスの実証
運行をふまえた施策の展開

水呑・鞆方面 

      主要渋滞ポイント 
（H20で緩和されていない箇所） 

ピ 旅 速 が

その他の 
ソフト施策 

運行をふまえた施策の展開
・南部乗り継ぎターミナルで

のパーク＆バスライドの展
開 

・南部でのサイクル＆バスラ
イドの展開 

・福山市中心部の自転車ネッ

項目 対応方針 

ベスト運動 ・重点的な参加者の拡大 

南部 ダ バ 施      ピーク時旅行速度の向上が課題の方面
（H20渋滞データより） 

      前期計画目標が未達成の方面 

▲方面別の課題整理 

・福山市中心部の自転車ネッ
トワークと連携した自転車
施策の検討 ソフト施策 

・南部フィーダーバスの実証運行をふまえた施
策の展開 

・南部でのサイクル＆バスライドの展開 
・福山市中心部の自転車ネットワークと連携し

た自転車施策の検討 
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３ 施策展開（２）

４ 

▼H20－H24 事業供用予定区間 

３．施策展開（２）
■ハード整備計画 

路線名 区間 
供用予
定 

延長 

（km） 
番号 

道路 

整備 

国道313号神辺バイパス 下御領 暫定 3.2 ① 

（都）長江線 栗原～長江 完成 0.9 ② 

路線路線 

拡幅 
国道313号井原拡幅 井原～笹賀 完成 1.6 ③ 

交差点 
改良 

引野4丁目 完成 ― ④ 

笠岡市民病院前 完成 ― ⑤ 

西桜町1丁目 完成 ― ⑥ 

▼ハード整備（前期との比較） 

事業項目

H15－H19 

実績 

H20－H24 

予定 項

延長 延長 

道路整備・ 

路線拡幅 
11路線 17.2km 3路線 5.7km 

交差点改良 5箇所 ― 3箇所 ― 
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３ 施策展開（３） ■主体施策「ベスト運動

５ 

３．施策展開（３）
○前期計画目標未達成の方面については、その方面の居住者に対する参加拡大を促進する。 
○ベスト運動参加回数の目標に対し、参加回数の少ない方面は、参加回数増加を重点化する。 
○福山市中心部では、内々のマイカーからの手段転換と流入部での手段転換を図るため、ベスト運動の報告方

法や集計の仕組みを改善する

■主体施策「ベスト運動」

神辺・井原方面 
991回/月（3,600回/月） 

駅家 府中方

○福山市中心部流入
部での手段転換の

法や集計の仕組みを改善する。

駅家・府中方面
1,629回/月（1,600回/月） 

参加回数 
の重点化 

井原市在住者 
の参加拡大 

促進 

春日・笠岡方面 
2,636回/月（3,400回/月） 

瀬戸・松永・ 
尾道方面 中心部内々の中心部内々の尾道方面 

2,397回/月（1,200回/月） 

○○回/月（○○回/月） 
前期計画目標値 

月期参加回数

参加回数 
の重点化 笠岡市在住者 

の参加拡大 

中心部内々の中心部内々の
マイカーからのマイカーからの  
手段転換の促進手段転換の促進  

水呑・鞆方面 
336回/月（400回/月） 

沼隈方面 
236回/月（6,400回/月）

全方面計 
8,225回/月 

2009.3月期参加回数

前期計画目標（所要

鞆地区居住者 
の参加拡大 236回/月（6,400回/月）      前期計画目標（所要

時間短縮）が未達成
の方面 参加回数 

の重点化 
沼隈地区居住者 

の参加拡大 

参加回数 
の重点化 
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３ 施策展開（４）

６ 

３．施策展開（４）

体 系 施策案 
前期5ヶ年計画 

実施状況 
今期5ヶ年計画 

ハードハード  

施策施策  
交通容量交通容量
拡大施策拡大施策  

□道路整備の推進 
□路線拡幅の推進       等 

□交差点改良の推進      等 

○各道路事業者の計画等に
もとづき計画的に整備
を実施 

○道路の中期計画等にもと
づき、ハード整備を実
施 

□ノーマイカーデー

MMMM  

（（TDMTDM））  

□ノ マイカ デ
□相乗り 
□時差出勤・フレックスタイム 

□信号系統の見直し（モデラート） 
□ITSによる円滑化（ETC料金割引） 

○ベスト運動 
 H18.1～ 

○継続・展開 

○ 
○ 

○検討 
○継続 

□走行サ ビス
施策施策  

□走行サービス
（バス路線の新設、地域特性に応じた実証運行等） 

○ ○他事業との連携 

□バスロケ △試行 ○他事業との連携 

□情報提供システム ○情報提供 ○継続 

ソフトソフト  

施策施策  

マルチマルチ  

モーダルモーダル

□パーク＆レールライド 

□パーク＆バスライド 

□サイクル＆ライド・バスライド 
△試行 

○検討及び 
○他事業との連携 

□中心部ループバス △試行 ○他事業との連携 
モーダルモーダル  

施策施策  
□自転車ネットワーク（サイクルロード） － ○検討 

□レンタサイクル ○中心部 ○継続 

□駅前広場・ターミナル整備・乗り継ぎターミナル △整備中 ○他事業との連携 

□交通結節点 ○情報提供 ○他事業との連携 

啓発活動啓発活動  
□ＴＦＰ調査 ○ ○継続・連携 

□フォーラム等 ○ ○継続・連携 
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３ 施策展開（５）

７ 

３．施策展開（５）

施策分類 主要施策 

歩行者施策 

自転車施策 
自転車ネットワークの整備 
レンタサイクルの実施 
サイク バ ライドの展開サイクル＆バスライドの展開

公共交通施策 
中心部ループバスの実施 
フィーダーバス及び通勤快速バスの実施 
パーク＆バスライドの検討，サイクル＆バスライドの検討 

交通結節点 
駅前広場整備 
乗継ターミナル 

自動車施策 
交差点改良の推進 
路線拡幅の推進路線拡幅の推進

駐車場施策 

MM施策
通年的ノーマイカー運動「ベスト運動」 

MM施策 
小学校TFP,企業・居住地TFP 

その他 
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４ 総合交通戦略の推進及び評価

８ 

４．総合交通戦略の推進及び評価

■交通戦略推進体制 ■達成度評価方法の設定 

決 議 機 関 

福山都市圏交通円滑化
総合計画推進委員会 

調査・研究機関 

公共交通 
対策部会

自動車交通 
対策部会

事務機関 

幹事会
対策部会 対策部会

幹事会

組織構成組織構成

学識経験者，地元経済団体，交通事業者（鉄道，バス，
タクシー，トラック），行政関係（国，県，警察，関係市） 
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■スケジ ル

９ 

2008年度 
（Ｈ20） 

<施策項目> 
2009年度 

（Ｈ21） 
2010年度 

（Ｈ22） 
2011年度 

（Ｈ23） 
2012年度 

（Ｈ24） 

ベスト運動の展開（H18 1 16～）

■スケジュール 

ＭＭ

ノーマイカーデー 

ベスト運動の展開（H18.1.16～）

相乗り 

時差出勤・フレックスタイム 

継続・展開 

市民団体の主導による 
運動の展開 

ＭＭ

（ＴＤＭ） 意識・行動 
の変化と 

行動を持続す
る

走行サービス（バス路線の新設、 
地域特性に応じた実証運行） 

バスロケ 

情報提供システム 継続                 システムの改修      継続

路線新設の実施 

実施・継続 
導入・検
討 

定着
化 

検討 

地域特性に応じた実証運行の実施 

交
通

円
滑

化
計

画
主

る 
取り組み 

ＩＴＳによる円滑化（ＥＴＣ料金割引） 

自転車ネットワーク 
（サイクルロード） 

レンタサイクル 

継続 改修 継続

検討      整備計
画 

継続

信号系統の見直し（モデラート） 継続 

計画の実施・展開 

主
体

の
施

策
 その他 

行動変化を

マルチ 

モーダル 

パーク＆レールライド 

サイクル＆ライド･バスライド 

パーク＆バスライド 

中心部ループバス 継続 導入 
駅前広場・ターミナル整

継続

検討 

検討 

検討 

オ
ム

ニ
バ

ス
タ

ウ
の

施
策

 

啓発活動 

行動変化を 
支援する 
取り組み 

駅前広場・ターミナル整備・ 
乗り継ぎターミナル 

交通結節点 

ＴＦＰ調査 

フォーラム等 

連携 

駅前広場 タ ミナル整
備 

市民団体の主導による運動の展開 継続 

市民団体の主導による運動の展開継続

検討 

ウ
ン

計
画

主
体

重点施策を限定せず、様々な取り組みを柔軟に対応 重点施策を限定せず、様々な取り組みを柔軟に対応 

ォ ラ 等 市民団体 主導による運動 展開継続



中国 福山市総合交通戦略（福山都市圏交通円滑化総合計画） 

５ その他（戦略報告書の構成 特徴等）

１０ 

５．その他（戦略報告書の構成・特徴等）

会員制のノーマイカー運動 『ベスト運動』 開始 2006年１月 

主体施策「ベスト運動」 

月に1回以上の参加 
公共交通利用 自転車利用 

参加日は自由 参加方法は自由 

個人負担の軽減 

相 乗 り 渋滞を避けた時差出勤 

委員会 
ベスト 
会員 

参加報告依頼メール（毎月・月初め） 

参加報告メール（毎月・10日まで） 

 ・参加の有無 
 ・参加日（日付，時間帯） 

・参加形態（参加方向，参加手

都市圏全体の効果をフィードバック（毎月） 

委員会 ベスト会員 

段） 

前月の参加人数及び所要時間短縮
効果， 
渋滞損失時間・ＣＯ2排出量の削減
効果(速報値) 
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１１ 

支援施策 

中心部ループバス 中心部レンタサイクル TFP調査 

交通情報提供（おでかけふくやマップ） フォーラム等 


